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もっと話し合おうよ もっと話し合おうよ もっと話し合おうよ 
鳥栖商業高校分会の職場懇親会 

 

３
月
22

日
（
金
）
の
修
了
式
後
に
、
分
会
で
未
組
合
員
２
名
を
誘
い
、

食
事
会
を
開
き
ま
し
た
。
美
味
し
い
寿
司
と
肉
を
食
べ
て
、
１
年
間
の

慰
労
を
し
ま
し
た
。
未
組
合
員
の
若
手
が
入
会
し
て
く
れ
る
よ
う
に
、

魅
力
あ
る
分
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
入
会
に
ま
で
至
り

ま
せ
ん
。 

皆
で
集
ま
り
楽
し
く
会
合
し
、
協
力
し
て
仕
事
を
す
る
分
会

に
な
り
、
仲
間
た
ち
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
「
鳥

栖
商
業
分
会
」
頑
張
り
ま
す
。  

  

分
会
長  

田
中
良
尚 

 

『総合共済』職場加入３名達成！  
（本部）１万円分のギフトは何がいいですか？ 

（分会長）インスタントじゃないコーヒー。 

個包装のやつと粉袋のやつを半分ずつ。 

（本部）かなりの分量になりましたよ～ 

（分会長）みんなで飲むさ！わはは～ 

【
お
知
ら
せ
】
佐
高
教
新
聞
は
こ
れ
ま
で
緑
色
の
用
紙
を
使
用
し
て

い
ま
し
た
が
、
白
色
に
変
更
し
ま
す
。
文
字
は
大
き
め
に
、
大
事
な

こ
と
、
役
立
つ
こ
と
、
楽
し
め
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

もっと話し合おうよ もっと話し合おうよ 
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退
職
後
の
生
活
に
安
心
を 

全
教
共
済
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
学
習
会 

３
月

23

日
（
土
）、
全
教
共
済
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
学
習
会

を
グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ
で
開
催
し
、

20

名
が
参
加
し
ま
し

た
。
退
職
後
は
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る
入
院
、
手
術
な
ど
に
よ

る
予
期
せ
ぬ
出
費
が
か
さ
み
ま
す
。
思
わ
ぬ
医
療
費
の
出
費

を
補
填
す
る
『
医
療
共
済
』
に
つ
い
て
、
先
進
医
療
特
約
付

医
療
共
済
や
終
身
医
療
共
済
の
給
付
内
容
に
つ
い
て
参
加
者

か
ら
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

後
半
は
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
学
習
会
と
し
て
講
師
に
九
州
労

働
金
庫
佐
賀
県
本
部
の
米
森
仁
哉
さ
ん
を
お
招
き
し
、
人
生

の
３
大
支
出
と
い
わ
れ
る
「
住
宅
資
金
」
「
子
の
教
育
資

金
」
「
老
後
資
金
」
を
見
据
え
、
老
後
資
金
の
計
算
や
年
金

受
給
の
見
込
み
と
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
に
対
し
て
ど
れ
く
ら

い
不
足
す
る
の
か
を
学
び

ま
し
た
。iD

eC
o

や
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
の
制
度
説
明
や
投
資

信
託
の
仕
組
み
や
リ
ス
ク

に
つ
い
て
理
解
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
学
習
会

後
の
懇
親
会
で
は
お
互
い

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

全
教
は
第

41

回
定
期
大
会
で
確

定
し
た
２
０
２
４
年
春
闘
要
求
書
に

も
と
づ
く
文
科
省
交
渉
に
臨
み
ま
し

た
。
次
の
４
項
目
を
重
点
要
求
と
し

て
、
文
科
省
に
回
答
を
求
め
ま
し

た
。
１
～
３
の
や
り
取
り
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。 

 

１ 

限
定
４ 

項
目
以
外
の
教
員
の
時

間
外
労
働
を
命
じ
る
こ
と
は
違
法
で

あ
る
と
す
る
給
特
法
の
趣
旨
を
、
す

べ
て
の
学
校
に
徹
底
す
る
こ
と
。
在

校
等
時
間
や
持
ち
帰
り
業
務
を
労
働

時
間
と
規
定
し
、
実
際
に
お
こ
な
っ

た
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
は
、
時
間

外
勤
務
手
当
・
休
日
勤
務
手
当
が
支

給
で
き
る
よ
う
給
特
法
の
改
正
を
お

こ
な
う
こ
と
。 

 

２ 

全
国
的
に
教
育
職
の
賃
金
水
準

を
確
保
す
る
た
め
に
全
人
連
モ
デ
ル

給
料
法
が
適
正
に
作
成
さ
れ
る
よ

う
、
人
事
院
と
全
人
連
に
対
し
所
管

官
庁
と
し
て
助
言
・
援
助
す
る
こ

と
。
定
年
年
齢
引
き
上
げ
に
と
も
な

い
生
じ
て
い
る

60

歳
以
降
の
教
職

員
間
の
処
遇
の
差
を
解
消
す
る
こ

と
。 

３ 

学
校
の
教
育
活
動
に
必
要
な

教
職
員
は
正
規
採
用
で
確
保
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
、
定
数
内
の
臨

時
教
職
員
の
配
置
は
お
こ
な
わ
な

い
こ
と
。
「
教
育
に
穴
が
あ
く
」

（
教
職
員
未
配
置
）
問
題
や
代
替

者
配
置
の
遅
れ
な
ど
を
た
だ
ち
に

解
消
す
る
こ
と
。 

 

４ 

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
の

実
態
を
ふ
ま
え
、
被
災
し
た
子
ど

も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
、
学
ぶ
権
利

を
保
障
す
る
た
め
に
教
職
員
の
加

配
措
置
な
ど
の
財
政
措
置
を
お
こ

な
う
こ
と
。 

 

１ 

の
給
特
法
改
正
に
か
か
わ
る

部
分
に
つ
い
て
、
文
科
省
は
「
給

特
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
指
摘
さ

れ
た
点
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検

討
す
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
中
央
教
育
審
議
会
で
、
教
師

を
取
り
巻
く
環
境
整
備
を
一
体
的
に

議
論
し
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
の
議
論

の
中
で
教
育
の
質
の
向
上
と
い
う
こ

と
に
向
け
て
、
処
遇
の
改
善
、
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
、
指
導
運
営

体
制
の
充
実
と
い
う
こ
と
を
一
体
的

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

 

２ 

の

60

歳
以
降
の
教
職
員
の
処

遇
の
差
に
つ
い
て
は
「
前
提
条
件
の

違
う
２
つ
の
制
度
が
併
存
し
て
い
る

こ
と
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
き
わ
め
て
無
責
任
な
回
答
を
し
ま

し
た
が
、
広
島
県
人
事
委
員
会
が
再

任
用
者
の
水
準
引
き
上
げ
の
必
要
性

に
言
及
し
た
こ
と
を
全
教
が
指
摘
し

た
と
こ
ろ
、
「
全
人
連
と
の
や
り
と

り
に
お
い
て
問
題
意
識
を
も
つ
」
と

回
答
し
ま
し
た
。 

 

３ 
に
つ
い
て
は
「
教
育
委
員
会
が

見
通
し
を
も
っ
た
採
用
の
計
画
を
立

て
ら
れ
る
よ
う
、
計
画
的
な
定
数
改

善
に
つ
い
て
も
、
我
々
も
と
り
く
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
述

べ
、
い
わ
ゆ
る
先
読
み
加
配
を
義
務

制
の
学
校
で
他
職
種
に
も
広
げ
て
い

る
こ
と
を
回
答
し
ま
し
た
。 

 

全
教 

春
闘
要
求
書
に
も
と
づ
く
文
科
省
交
渉 

（
全
教
・
全
国
代
表
者
会
議 

４
月
６
日 

資
料
よ
り
） 
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第 95回メーデー   開催日 ５月１日（水） 

・佐賀中央メーデー 18：00～ まちかど広場  雨天時：アバンセ 

・唐松地区メーデー 18：00～ アルピノ広場・集会 

・三神地区メーデー 18：00～ 鳥栖市中央公園広場・集会 雨天時：本通町公民館 

・杵藤地区メーデー 17：30～ 武雄市図書館東側歩道・宣伝行動 

各地区に執行委員が当日担当をします。 分会から複数名参加できるよう、声かけをお願いします。 

 

ご希望の方に差し上げます！   

その１ 佐賀空港マイエアポート宣言事業所特典（組合員限定 お一人、各種１枚まで） 

◎ 店舗サービス（お買い物特典） 

  お一人 500 円を上限とした割引サービス。500 円を超える分は各人の負担。  

２階 佐賀工房で利用できます。 

◎ 有料ラウンジの割引サービス（ANA452、457 便除く） 

 通常 1,100 円を 500 円で利用できます。利用当日に発着する航空機利用。 

◎ リムジンタクシー割引クーポン券 

  500 円割引サービス。 リムジンタクシーは事前予約制です。  

利用場所により予約先・金額が違います。 

特典の内容は『佐賀空港 マイエアポート宣言事業所』で検索してください。 

ご希望の方は高教組へ電話かメールでご連絡ください。登録番号、事業所名を記載したクーポ

ンをお届けします。どのサービスが必要かお知らせください。 

有効期間 2025 年 3 月 31 日まで 佐賀高教組は佐賀空港のマイエアポート宣言事業所です 

 

その２ ボウルアーガス（佐賀市八戸溝） ボウリング１ゲーム無料券 

お一人１日１枚限り利用できます。お一人２枚までお渡しします。 

無料招待券は高教組に６枚あります。有効期限 2024 年 8 月 31 日 

 

先着順で受け付け、チケットが無くなり次第終了します。 

第 32回パート・派遣など非正規ではたらくなかまの全国交流集会 in佐賀 

貧困と格差の解消！労働組合に結集し非正規で働く仲間の力で人権が守られる社会をつくろう！ 

日  時：2023 年 6 月 1 日（土）～2 日（日） 

会  場：アバンセ（全体会、分科会、保育）、メートプラザ（分科会） 

記念講演：古今亭菊千代さん 落語 「落語で知る働き方 働かせ方」 

トークセッション：「非正規労働者の社会保障を考える」 

分科会 ：「年収の壁」「非正規春闘」「全国一律最低賃金制度」「非正規公務員の

待遇改善」「ケア労働の専門性と待遇」「非正規ではたらく青年の交流

会」「フリーランスって何？」「ハラスメントのない職場づくり」 

 

 

 

当
日
参
加 

大
歓
迎
！ 

 

運
営
ス
タ
ッ
フ
も
募
集

し
て
い
ま
す
！ 
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職場で共済の説明が必要でしたら対応します。 

ご不明な点はお問い合わせください 

共済直通（0952） 30-0885 【担当：古川】 

今年も春の全国交通安全運動が実施されます。この機会に歩行者優先の交通ルールを

再確認し、安全運転を心がけましょう！ （本キャラクターは損保ジャパンの公式マスコットです。） 

この機会に自動車保険の見直しを是非ともご検討ください。 

自動車共済にご加入なら生涯団体割引あります。自動車保険のことなら下記代理店にご問い合わせを！ 

「春の全国交通安全運動」 佐高教自動車共済 
 

[鳥栖・佐城地区]ライフネクスト  

(0952-28-7131) 

・担当：井上・池田・ 

立石・橋間 

 

[唐津･伊万里地区]ライフマスター 

(0955-77-4731) 

・担当：松岡・大塚・ 

早田 

* 下記ライフネクスト HPの「4月交通安全 NEWS」にて「春の全国交通安全運

動の概要」と「横断歩道付近での交通ルールを再確認」と 「道路標識・路面

標示にも注意」の詳細を記載させて頂いております。 

生命共済「人間ドック補助」の申請 

お忘れではありませんか!? 

満 60歳の 4月 1日以降に人間ドックを受けて 

自己負担があった場合は対象となります。 

共済って何？ 
共済は、さまざまなリスクに対して、一定

の地域、職場の人々が共同して万一の場合

に備えて相互扶助をおこなう制度です。民

間保険とちがって共済は営利を目的とせ

ず、組合員同士の助け合いという理念のも

とに事業活動をおこなっています。 

春募集をおこないます！ 
全教共済（生命・医療・傷害・火災）の新

規加入ができます。今回は「全部のせパン

フ」「年金共済パンフ」を新聞に同封して

います。 

執行委員リレーエッセイ 

県立大学について思う 永尾実（本部） 

 ８０万人以下になった人口減少の佐賀県に、若者を

定着させる一つの政策として県立大学の設置が進めら

れている。栃木、徳島、鹿児島、佐賀の 4県には県立大

学が無いけど、人口減少は大都市圏以外、どこの県も

同じ。近年、地方の小規模私立大学の定員割れが大き

い。若者の定着に、1 学部 1 学科の県立大学を設置する

だけでは解決しない。 

兵庫県は学生の奨学金返済の経済的負担が、卒業後

の結婚や出産といった将来計画に影響するとして、今

年度から県内出身者の県立大学の入学金（県民約２８

万円）・授業料（年額約５４万円）の無償化を実施。教

育費の家計負担は大きいので、無償化を佐賀県立大学

にも導入すべき。 

他には、奨学金を活用した大学生等の地方定着の促

進に取り組んでいる県が 31 県あり、栃木、徳島、鹿児

島も実施している。UIJ ターンで県外から佐賀県内に定

住し就職する若者(佐賀県出身以外も)を増やすために

も、早急に奨学金返済の支援に取り組むべき。 

県立大学の運営費は年間 8 億～12 億円と試算されて

いる。運営費を奨学金返済支援に回すと、1 人年間 100

万円として 800 人～1200 人が対象になる。県立大学よ

り効果が大きいと思う。 

 

専門部活動のお知らせ 
専門部は、要求課題でまとまって活動をすることが特徴です。委員会などを開催して、今年度の活動計画を

話し合いましょう。会議の開催日時を調整するところからはじめてみませんか。集まって話し合うことで、

運動を継続させ、発展させる糸口がつかめるとおもいます。県外行事などの情報も提供しますので、積極的

にご参加ください。 


